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（2）　食品群別摂取量をみると人口規模の大きい市ほど米類，その他の野菜・茸類は少なく，小麦類は多

くなる傾向がみられる（表8）。

図4　　平均栄養所要量と栄養素等摂取量の比較

　6．欠食の状況 （平均栄養所要量＝100）

（1）　3日間の調査で1回以上欠食したものは男で

朝食10，9％（女9．3％），昼食4．3％（女4．7％），

夕食2．5％（女1．6％）で朝食の欠食が多く，3

日間とも朝食を欠食した者は，3．4％（女3．3％）

である（表9）。

（2）欠食の多い朝食については，男女とも20歳代

が最も多く，3回とも欠食したものはそれぞれ

9．0％，7．1％である（表10）。

7．外食の状況

（1）　3日間の調査で1回以上外食したものは男で

朝5．6％（女2．3％），昼57．2％（女42．9％），夕

17．8％（女10．9％）で昼食の外食が多く，3日

間とも昼食を外食したものは，35．9％（女21，0

％）である。外食状況については男女間に差が

みられる。　（表11）

ビタミンC　ビタミンB1　鉄

たん白質　熱量　カルシウム

ビタミンB2　ビタミンA

10大都市　人口15万以上の市　人口5～15万の市

人口5万未満の市　町村

表9　欠食状況（全国，農家・非農家別）　　　　　　　単位：％

全国 農家世帯 非農家世帯

男 女 男 女 男 女

朝

昼

夕

総数
3日間の欠食回数　0回　1回　2回　3回

総数
3日間の欠食回数　0回　1回　2回　3回

総数
3日間の欠食回数　0回　1回　2回　3回



表10　朝食の欠食状況（性，年齢階級別）
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単位：％

15～19歳　20～29歳　30～39歳　40～49歳　50～59歳　60歳以上
男　女 男　女 男　女 男　女 男　女 男　女

総数　3日間の欠食回数　0回　1回　2回　3回

表11　　外食状況（全国，農家・非農家別） 単位：％

全国 農家世帯 非農家世帯

男　女 男　女 男　女

朝

昼

夕

総数
3日間の外食回数　0回　1回　2回　3回

総数
3日間の外食回数　0回　1回　2回　3回

総数
3日間の外食回数　0回　1回　2回　3回

表12　昼食の外食状況（性，年齢階級別） 単位：％

15～19歳　20～29歳　30～39歳　40～49歳　50～59歳　60歳以上

男　女　男 女　男　女　男　女　 男　女　男　女
総数

3日間の外食回数　0回　1回　2回　3回

表13　昼食の外食内容（性，年齢階級別） 単位：％

総数 そば・うどん類　パン類　和食　洋食 総数 そば・うどん類　パン類　和食　洋食

15～19歳 15～19歳

20～29 20～29

30～39 30～39
男
40～49

女
40～49

50～59 50～59

60歳以上 60歳以上
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（2）　外食率の高い昼食については，男女とも20歳代が最も多く，3回とも外食したものはそれぞれ41．5

％，21．4％である（表12）。

（3）外食率の一番高い昼食について外食の内容を

みると，そば・うどん類やパン類は女に多く，

洋食については男に多い傾向がみられる。又，

若い年代で，パン類が多く，年をとるほど和食

は多くなる（13表）。

8．　皮下脂肪厚の測定結果

皮下脂肪厚（上腕背部＋肩胛骨下部）の測定を

行った結果，男子の場合は40mm以上の者が，各年

齢階層において10％以上を占め，特に40歳代では

18，4％と最も多い。女性の場合は50mm以上の者が

30歳以上の各階層で20％を超え，特に40歳代では

27％に達している（図5）。

図5　皮下脂肪厚でみた性別肥満傾向

（上腕背部＋肩胛骨下部）

40～49㎜　50㎜以上 50～59㎜　60㎜以上

15～19歳　20～29歳　30～39歳

40～49歳　50～59歳　60～69歳

70歳以上

　　男

15～19歳　20～29歳　30～39歳

40～49歳　50～59歳　60～69歳　70歳以上

　　女

9．身体発育

青少年の発育をみるとここ25年間に小学校1年生の男の身長で5.9cmの増，体重1.8kgの増となってい

る。また中学1年生の男の身長で11.8cm，高校1年生の身長で12．6cmの増となっている。女子の小，中

学生でもほぼ同様の発育増加がみられる。20歳では25年間に身長が男5．4cm，女5．3cmの伸びがみられ

る（表14）。

表14　身長・体重の発育状況
　6歳（小学校1年生）　12歳（中学校1年生）　15歳（高等学校1年生） 20歳

男 女 男 女 男 女 男 女

身長　体重　身長　体重　身長　体重　身長　体重　身長　体重　身長　体重　身長　体重　身長　体重

昭和25年

　30年

　35年
　40年

　45年

　50年

25～50年の増加量

10．血圧の状況

（1）　血圧測定の結果，最高血圧160mmHg以上か，最低血圧が95㎜以上の者を高血圧者とすると，高血圧


